
(57)【要約】

【課題】組織を捕捉する捕捉部が紛失されにくく、吸引

回収効率が高く、準備が容易な内視鏡システムを提供す

る。

【解決手段】内視鏡システムの内視鏡２４は、先端部が

挿入部２６の先端部で先端開口３６ａを形成し、基端部

が操作部２８で基端開口３６ｄを形成し、少なくとも吸

引に用いられるチャンネル３４ａと、先端部が操作部２

８で吸引開口３６ｇを形成し、基端部が吸引装置へと接

続される吸引管路３４ｄと、を有する。内視鏡用処置具

５０は、処置具挿入部５６に接続され、内視鏡２４の操

作部２８に着脱自在に装着される捕捉部７２を有し、捕

捉部７２は、捕捉部７２が内視鏡２４に装着されている

場合に基端開口３６ｄと吸引開口３６ｇとを連通する連

通路８２と、連通路８２に介設され、前記チャンネル３

４ａから前記吸引管路３４ｄへと吸引されていく組織を

捕捉する捕捉手段８６と、を備える。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 と 、 内 視 鏡 用 処 置 具 と 、 を 具 備 し 、
　 前 記 内 視 鏡 は 、 先 端 部 か ら 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 に
接 続 さ れ て い る 操 作 部 と 、 前 記 挿 入 部 及 び 前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 先 端 部 が 前 記 挿 入 部 の
先 端 部 で 先 端 開 口 を 形 成 し 、 基 端 部 が 前 記 操 作 部 で 基 端 開 口 を 形 成 し 、 少 な く と も 吸 引 に
用 い ら れ る チ ャ ン ネ ル と 、 前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 先 端 部 が 前 記 操 作 部 で 吸 引 開 口 を 形 成
し 、 基 端 部 が 吸 引 装 置 へ と 接 続 さ れ る 吸 引 管 路 と 、 を 有 し 、
　 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 先 端 部 か ら 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 処 置 具 挿 入 部 と 、 前 記 処
置 具 挿 入 部 の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 生 体 組 織 か ら そ の 一 部 分 を 分 離 す る 処 置 部 と 、 前 記 処 置
具 挿 入 部 に 接 続 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 の 操 作 部 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 捕 捉 部 と 、 を 有 し 、 前
記 捕 捉 部 は 、 前 記 捕 捉 部 が 前 記 内 視 鏡 に 装 着 さ れ て い る 場 合 に 前 記 基 端 開 口 と 前 記 吸 引 開
口 と を 連 通 す る 連 通 路 と 、 前 記 連 通 路 に 介 設 さ れ 、 前 記 チ ャ ン ネ ル か ら 前 記 吸 引 管 路 へ と
吸 引 さ れ て い く 組 織 を 捕 捉 す る 捕 捉 手 段 と 、 を 備 え る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 捕 捉 部 は 、 前 記 捕 捉 部 に 対 し て 前 記 処 置 具 挿 入 部 が 前 記 処 置 具 挿 入 部 の 長 手 軸 方 向
に 進 退 可 能 と な る よ う に 前 記 処 置 具 挿 入 部 に 接 続 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 を 前 記 捕 捉 部 に 対 し て 前 記 処 置 具 挿 入 部 が
固 定 さ れ た 固 定 状 態 と こ の 固 定 が 解 除 さ れ た 解 除 状 態 と の 間 で 切 り 替 え る 切 替 手 段 を さ ら
に 具 備 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 切 替 手 段 は 、 前 記 捕 捉 部 が 前 記 内 視 鏡 か ら 取 り 外 さ れ て い る 場 合 に 前 記 内 視 鏡 用 処
置 具 を 固 定 状 態 と し 、 前 記 捕 捉 部 が 前 記 内 視 鏡 に 装 着 さ れ て い る 場 合 に 前 記 内 視 鏡 用 処 置
具 を 解 除 状 態 と す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 チ ャ ン ネ ル は 、 前 記 基 端 開 口 か ら 前 記 処 置 具 挿 入 部 を 挿 通 可 能 で あ り 、
　 前 記 捕 捉 部 は 、 前 記 処 置 具 挿 入 部 の 先 端 部 に 配 置 可 能 で あ り 、 前 記 処 置 具 挿 入 部 の 先 端
部 に 配 置 さ れ 前 記 内 視 鏡 に 装 着 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 処 置 具 挿 入 部 の 先 端 面 を 前 記 基
端 開 口 に 対 面 し て 配 置 さ せ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 内 視 鏡 は 、 前 記 挿 入 部 及 び 前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 先 端 部 が 前 記 挿 入 部 の 先 端 部 で
別 の 先 端 開 口 を 形 成 し 、 基 端 部 が 前 記 操 作 部 で 別 の 基 端 開 口 を 形 成 し 、 前 記 別 の 基 端 開 口
か ら 前 記 処 置 具 挿 入 部 が 挿 通 さ れ る 別 の チ ャ ン ネ ル を さ ら に 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 観 察 下 、 体 腔 内 で 生 体 組 織 か ら そ の 一 部 分 を 分 離 し 、 分 離 さ れ た 組 織
を 吸 引 に よ り 回 収 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 内 視 鏡 観 察 下 、 内 視 鏡 用 処 置 具 に よ っ て 、 体 腔 内 で 生 体 組 織 か ら そ の 一 部 分 を 分
離 し 、 分 離 さ れ た 組 織 を 吸 引 に よ り 回 収 し て 、 回 収 し た 組 織 を 病 理 検 査 に 利 用 す る 内 視 鏡
シ ス テ ム が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 用 処 置 具 と し て は 、 例 え ば 高 周 波 ス ネ ア が 用 い ら れ
て い る 。 高 周 波 ス ネ ア は 、 先 端 部 の ル ー プ に よ っ て ポ リ ー プ 、 粘 膜 組 織 等 を 緊 縛 し 、 ル ー
プ に 高 周 波 電 流 を 流 し て ポ リ ー プ 、 粘 膜 組 織 等 を 切 除 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 組 織 の 吸 引 回 収 に は 、 以 下 の よ う な 装 置 が 用 い ら れ て い る 。 例 え ば 、 内 視 鏡 及 び
吸 引 壜 を 用 い て 、 組 織 の 吸 引 回 収 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 即 ち 、 内 視 鏡 で は 、 体 腔 内 に
挿 入 さ れ る 挿 入 部 の 基 端 部 に 操 作 部 が 配 設 さ れ て お り 、 こ の 操 作 部 は 連 結 部 を 介 し て 内 視
鏡 を 制 御 す る た め の コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ て い る 。 吸 引 通 路 は 、 挿 入 部 の 先 端 部 か ら 、
挿 入 部 、 操 作 部 、 連 結 部 を 介 し て 吸 引 壜 に 連 通 さ れ て お り 、 吸 引 通 路 を 介 し て 吸 引 壜 に 組
織 が 吸 引 回 収 さ れ る 。 特 許 文 献 １ に は 、 こ の よ う な 吸 引 壜 の 手 前 に 配 置 さ れ 、 組 織 と 一 緒
に 吸 引 さ れ た 血 液 、 汚 物 等 か ら 組 織 を 分 離 し て 捕 捉 す る 収 集 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 ま た
、 特 許 文 献 ２ に は 、 内 視 鏡 の 操 作 部 に お い て 、 吸 引 通 路 に 着 脱 自 在 に 介 設 さ れ 、 血 液 、 汚
物 等 か ら 組 織 を 分 離 し て 捕 捉 す る 網 籠 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な 内 視 鏡 で は 、 組 織 が
吸 引 さ れ る 経 路 が 短 く な っ て い る た め 、 吸 引 中 に 組 織 が 損 傷 す る こ と が 少 な く な っ て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 検 体 ト ラ ッ プ を 用 い て 吸 引 回 収 を 行 う 内 視
鏡 シ ス テ ム が 開 示 さ れ て い る 。 即 ち 、 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る シ ー
ス 内 に 吸 引 ル ー メ ン が 形 成 さ れ て お り 、 吸 引 ル ー メ ン の 基 端 部 に は 検 体 ト ラ ッ プ が 接 続 さ
れ て い る 。 そ し て 、 吸 引 ル ー メ ン を 介 し て 検 体 ト ラ ッ プ へ と 組 織 が 吸 引 さ れ 、 検 体 ト ラ ッ
プ 内 の 検 体 フ ィ ル タ に よ っ て 組 織 が 血 液 、 汚 物 等 か ら 分 離 し て 捕 捉 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 ５ ６ ２ ４ ４ １ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ ２ － ７ ４ ８ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ２ ２ ６ ０ ２ ４ 号 公 報 （ 発 明 の 詳 細 な 説 明 の 段 落 「 ０ ０ ９ ９ 」
乃 至 「 ０ １ １ ７ 」 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ２ の 内 視 鏡 で は 、 組 織 の 吸 引 回 収 を 行 わ な い 場 合 に は 、 網 籠 を 取 り 外 し て お く
こ と に な る 。 例 え ば 、 組 織 を 吸 引 回 収 す る 前 に 血 液 、 汚 物 を 吸 引 回 収 す る 場 合 な ど に は 、
網 籠 の 目 詰 ま り を 防 止 す る た め 、 網 籠 を 取 り 外 し て お く こ と が 必 要 で あ る 。 こ こ で 、 網 籠
は 小 さ く 紛 失 し や す い た め 、 紛 失 し な い よ う に 注 意 を 払 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 シ ー ス 内 に 吸 引 ル ー メ ン が 形 成 さ れ て い る た
め 、 吸 引 ル ー メ ン の そ の 長 手 軸 方 向 に 直 交 す る 断 面 積 が 小 さ く な っ て お り 、 吸 引 回 収 効 率
が 低 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 特 許 文 献 ２ 及 び ３ の よ う な 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 組 織 を 捕 捉 す る た め の 網 籠 や
検 体 フ ィ ル タ が 内 視 鏡 用 処 置 具 と 別 個 独 立 し て い る 。 こ の た め 、 内 視 鏡 シ ス テ ム を 準 備 す
る に 際 し て は 、 網 籠 や 検 体 フ ィ ル タ と 内 視 鏡 用 処 置 具 と を 別 々 に 準 備 す る 必 要 が あ り 、 内
視 鏡 シ ス テ ム の 準 備 が 煩 雑 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 組 織 を 捕 捉
す る 捕 捉 部 が 紛 失 さ れ に く く 、 吸 引 回 収 効 率 が 高 く 、 準 備 が 容 易 な 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供
す る こ と で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 内 視 鏡 と 、 内 視 鏡 用 処 置 具 と 、 を 具 備 し 、 前 記 内 視 鏡 は 、 先 端 部 か
ら 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 に 接 続 さ れ て い る 操 作 部 と 、
前 記 挿 入 部 及 び 前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 先 端 部 が 前 記 挿 入 部 の 先 端 部 で 先 端 開 口 を 形 成 し
、 基 端 部 が 前 記 操 作 部 で 基 端 開 口 を 形 成 し 、 少 な く と も 吸 引 に 用 い ら れ る チ ャ ン ネ ル と 、
前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 先 端 部 が 前 記 操 作 部 で 吸 引 開 口 を 形 成 し 、 基 端 部 が 吸 引 装 置 へ と
接 続 さ れ る 吸 引 管 路 と 、 を 有 し 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 先 端 部 か ら 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る
細 長 い 処 置 具 挿 入 部 と 、 前 記 処 置 具 挿 入 部 の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 生 体 組 織 か ら そ の 一 部 分
を 分 離 す る 処 置 部 と 、 前 記 処 置 具 挿 入 部 に 接 続 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 の 操 作 部 に 着 脱 自 在 に 装
着 さ れ る 捕 捉 部 と 、 を 有 し 、 前 記 捕 捉 部 は 、 前 記 捕 捉 部 が 前 記 内 視 鏡 に 装 着 さ れ て い る 場
合 に 前 記 基 端 開 口 と 前 記 吸 引 開 口 と を 連 通 す る 連 通 路 と 、 前 記 連 通 路 に 介 設 さ れ 、 前 記 チ
ャ ン ネ ル か ら 前 記 吸 引 管 路 へ と 吸 引 さ れ て い く 組 織 を 捕 捉 す る 捕 捉 手 段 と 、 を 備 え る 、 こ
と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム で あ る 。 　
　 そ し て 、 本 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 内 視 鏡 の 操 作 部 に 内 視 鏡 用 処 置 具 の 捕 捉 部 を 装 着 し 、
内 視 鏡 観 察 下 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 具 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 し て 、 処 置 部 に よ っ て 生 体
組 織 か ら そ の 一 部 分 を 分 離 し 、 分 離 さ れ た 組 織 を 挿 入 部 の 先 端 部 の 先 端 開 口 か ら チ ャ ン ネ
ル へ と 吸 引 し て 、 チ ャ ン ネ ル か ら 吸 引 管 路 へ と 吸 引 さ れ て い く 組 織 を 連 通 路 に お い て 捕 捉
手 段 に よ っ て 捕 捉 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 捕 捉 部 は 、 前 記 捕 捉 部 に 対 し て 前 記 処 置 具 挿 入 部 が 前 記 処 置 具
挿 入 部 の 長 手 軸 方 向 に 進 退 可 能 と な る よ う に 前 記 処 置 具 挿 入 部 に 接 続 さ れ て い る 、 こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム で あ る 。 　
　 そ し て 、 本 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 内 視 鏡 の 操 作 部 に 内 視 鏡 用 処 置 具 の 捕 捉 部 を 装 着 し た
状 態 で 、 捕 捉 部 に 対 し て 処 置 具 挿 入 部 を 進 退 さ せ て 、 処 置 具 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 を 前 記 捕 捉 部 に 対 し て
前 記 処 置 具 挿 入 部 が 固 定 さ れ た 固 定 状 態 と こ の 固 定 が 解 除 さ れ た 解 除 状 態 と の 間 で 切 り 替
え る 切 替 手 段 を さ ら に 具 備 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム で あ
る 。 　
　 そ し て 、 本 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 処 置 具 挿 入 部 を 用 い る 場 合 以 外 に は 、 捕 捉 部 に 対 し て
処 置 具 挿 入 部 を 固 定 し て お く 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 前 記 切 替 手 段 は 、 前 記 捕 捉 部 が 前 記 内 視 鏡 か ら 取 り 外 さ れ て い る 場
合 に 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 を 固 定 状 態 と し 、 前 記 捕 捉 部 が 前 記 内 視 鏡 に 装 着 さ れ て い る 場 合
に 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 を 解 除 状 態 と す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス
テ ム で あ る 。 　
　 そ し て 、 本 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、 内 視 鏡 の 操 作 部 に 捕 捉 部 を 装 着 す る と 、 捕 捉 部 に 対 す
る 処 置 具 挿 入 部 の 固 定 が 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 前 記 チ ャ ン ネ ル は 、 前 記 基 端 開 口 か ら 前 記 処 置 具 挿 入 部 を 挿 通 可 能
で あ り 、 前 記 捕 捉 部 は 、 前 記 処 置 具 挿 入 部 の 先 端 部 に 配 置 可 能 で あ り 、 前 記 処 置 具 挿 入 部
の 先 端 部 に 配 置 さ れ 前 記 内 視 鏡 に 装 着 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 処 置 具 挿 入 部 の 先 端 面 を
前 記 基 端 開 口 に 対 面 し て 配 置 さ せ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム
で あ る 。 　
　 そ し て 、 本 請 求 項 ５ の 発 明 で は 、 捕 捉 部 を 処 置 具 挿 入 部 の 先 端 部 に 配 置 し て 、 内 視 鏡 の
操 作 部 に 内 視 鏡 用 処 置 具 の 捕 捉 部 を 装 着 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 具 挿 入 部
の 先 端 面 が 内 視 鏡 の 基 端 開 口 に 対 面 し て 配 置 さ れ 、 捕 捉 部 に 対 し て 処 置 具 挿 入 部 を 前 進 さ
せ る と 、 処 置 具 挿 入 部 が 基 端 開 口 に 挿 入 さ れ 、 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 前 記 内 視 鏡 は 、 前 記 挿 入 部 及 び 前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 先 端 部 が 前
記 挿 入 部 の 先 端 部 で 別 の 先 端 開 口 を 形 成 し 、 基 端 部 が 前 記 操 作 部 で 別 の 基 端 開 口 を 形 成 し
、 前 記 別 の 基 端 開 口 か ら 前 記 処 置 具 挿 入 部 が 挿 通 さ れ る 別 の チ ャ ン ネ ル を さ ら に 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム で あ る 。 　
　 そ し て 、 本 請 求 項 ６ の 発 明 で は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 具 挿 入 部 を 内 視 鏡 の 別 の チ ャ ン
ネ ル に 挿 通 し て 、 体 腔 内 に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 用 処
置 具 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 で あ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 組 織 を 捕 捉 す る 捕 捉 部 が 紛 失 さ れ に く く 、 吸 引 回 収 効 率 が 高 く 、 内 視
鏡 シ ス テ ム の 準 備 が 容 易 と な っ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本
実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 ２ ４ を 示 す 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 内 視 鏡 ２ ４
は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 ２ ６ を 有 す る 。 こ の 挿 入 部 ２ ６ の 基 端 部 に は 、 操 作
者 に 保 持 操 作 さ れ る 操 作 部 ２ ８ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 操 作 部 ２ ８ か ら 連 結 部 ３ ０ が 延 出
さ れ て お り 、 こ の 連 結 部 ３ ０ の 延 出 端 部 は 内 視 鏡 ２ ４ を 制 御 す る た め の コ ン ト ロ ー ル ユ ニ
ッ ト ３ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ ２ に は 、 内 視 鏡 ２ ４ に 照 明 光
を 供 給 す る た め の 光 源 等 も 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 挿 入 部 ２ ６ か ら 操 作 部 ２ ８ に わ た っ て 、 各 種 処 置 具 の 挿 通 及 び 吸 引 に 用 い ら れ る チ ャ ン
ネ ル ３ ４ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ の 先 端 部 は 、 挿 入 部 ２ ６ の 先 端 部 で
先 端 開 口 ３ ６ ａ を 形 成 し て お り 、 チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ の 基 端 部 は 、 操 作 部 ２ ８ の 挿 入 口 金 ３
８ ａ に お い て 基 端 開 口 と し て の 挿 入 口 ３ ６ ｄ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 操 作 部 ２ ８ か ら 連 結
部 ３ ０ に わ た っ て 、 吸 引 に 用 い ら れ る 吸 引 管 路 ３ ４ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 吸 引 管 路 ３
４ ｄ の 先 端 部 は 、 挿 入 口 金 ３ ８ ａ の 近 傍 に 配 設 さ れ て い る 吸 引 口 金 ３ ８ ｄ に お い て 吸 引 開
口 ３ ６ ｇ を 形 成 し て お り 、 吸 引 管 路 ３ ４ ｄ の 基 端 部 は 、 連 結 部 ３ ０ の 延 出 端 部 ま で 延 び 、
吸 引 壜 等 の 吸 引 装 置 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 挿 入 口 金 ３ ８ ａ 及 び 吸 引 口 金 ３ ８ ｄ に は 、 ゴ ム 等 の 弾 性 材 料 に
よ っ て 形 成 さ れ て い る 栓 体 ４ ０ が 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 こ の 栓 体 ４ ０ に 形 成 さ れ て
い る 連 絡 路 ４ ２ の 一 端 部 に は 、 挿 入 口 金 ３ ８ ａ に 気 密 に 係 合 さ れ て 挿 入 口 ３ ６ ｄ と 連 絡 路
４ ２ と を 連 絡 す る 第 １ の 係 合 部 ４ ４ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 連 絡 路 ４ ２ の 他 端 部 に は 、 吸 引
口 金 ３ ８ ｄ に 気 密 に 係 合 さ れ て 吸 引 開 口 ３ ６ ｇ と 連 絡 路 ４ ２ と を 連 絡 す る 第 ２ の 係 合 部 ４
４ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 連 絡 路 ４ ２ か ら 、 栓 体 ４ ０ が 挿 入 口 金 ３ ８ ａ に 装 着 さ れ た
状 態 で チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ を 延 長 す る よ う に 延 び る 分 岐 路 が 延 設 さ れ て お り 、 分 岐 路 は 栓 体
４ ０ の 外 表 面 で 開 口 し て 各 種 処 置 具 を 挿 入 す る た め の チ ャ ン ネ ル 開 口 ４ ６ を 形 成 し て い る
。 そ し て 、 栓 体 ４ ０ に は 、 チ ャ ン ネ ル 開 口 ４ ６ に 着 脱 自 在 に 覆 設 さ れ て チ ャ ン ネ ル 開 口 ４
６ を 気 密 に 閉 塞 す る 蓋 体 ４ ８ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し 、 内 視 鏡 ２ ４ に 栓 体 ４ ０ を 装 着 し 、 チ ャ ン ネ ル 開 口 ４ ６ に 蓋 体 ４
８ を 装 着 し た 状 態 で は 、 チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ と 吸 引 管 路 ３ ４ ｄ と が 連 絡 路 ４ ２ に よ っ て 連 絡
さ れ 、 挿 入 部 ２ ６ の 先 端 部 の 先 端 開 口 ３ ６ ａ か ら チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ 、 連 絡 路 ４ ２ 、 吸 引 管
路 ３ ４ ｄ を 介 し て 吸 引 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 チ ャ ン ネ ル 開 口 ４ ６ か ら 蓋 体 ４ ８
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を 取 り 外 し た 状 態 で は 、 各 種 処 置 具 を チ ャ ン ネ ル 開 口 ４ ６ か ら 挿 入 口 ３ ６ ｄ へ と 挿 入 し 、
チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ を 挿 通 さ せ て 先 端 開 口 ３ ６ ａ か ら 突 出 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ
う に 、 内 視 鏡 ２ ４ に 栓 体 ４ ０ を 装 着 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 ２ ４ を 単 独 で 用 い る こ と が 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 用 処 置 具 と し て の 高 周 波 ス ネ ア
５ ０ を 示 す 。 こ の 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ は 、 体 腔 内 で ポ リ ー プ 等 を 切 除 す る た め の ス ネ ア 部 ５
２ を 有 す る 。 こ の ス ネ ア 部 ５ ２ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 処 置 具 挿 入 部 と し て の シ ー ス ５ ６
を 有 す る 。 こ の シ ー ス ５ ６ に は 操 作 ワ イ ヤ ５ ８ が 挿 通 さ れ て お り 、 こ の 操 作 ワ イ ヤ ５ ８ の
基 端 部 は 、 シ ー ス ５ ６ の 基 端 部 に 配 設 さ れ て い る ス ネ ア 操 作 部 ６ ０ の ス ラ イ ダ ６ ４ に 接 続
さ れ て い る 。 ス ネ ア 操 作 部 ６ ０ の 本 体 部 ６ ２ に 対 し て ス ラ イ ダ ６ ４ を 進 退 さ せ る こ と に よ
り 、 操 作 ワ イ ヤ ５ ８ を 進 退 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 操 作 ワ イ ヤ ５ ８ の 基 端 部 は 、
ス ラ イ ダ ６ ４ に お い て 電 極 ６ ６ に 接 続 さ れ て お り 、 こ の 電 極 ６ ６ に 高 周 波 電 源 を 接 続 す る
こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ ５ ８ へ と 高 周 波 電 流 を 流 す こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 操 作 ワ イ ヤ ５ ８ の 先 端 部 に は 、 接 続 チ ッ プ ６ ８ を 介 し て 、 処 置 部 と し て の 切 開 ワ
イ ヤ ７ ０ が 連 結 さ れ て い る 。 こ の 切 開 ワ イ ヤ ７ ０ に は 、 操 作 ワ イ ヤ ５ ８ 及 び 接 続 チ ッ プ ６
８ を 介 し て 高 周 波 電 流 が 流 さ れ る 。 ま た 、 切 開 ワ イ ヤ ７ ０ に は 予 め 癖 が つ け ら れ て お り 、
切 開 ワ イ ヤ ７ ０ は 、 操 作 ワ イ ヤ ５ ８ を 後 退 さ せ て シ ー ス ５ ６ 内 に 引 き 込 む と 弾 性 変 形 し て
細 長 く 押 し 潰 さ れ 、 操 作 ワ イ ヤ ５ ８ を 前 進 さ せ て シ ー ス ５ ６ か ら 突 出 さ せ る と ル ー プ 状 に
拡 開 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ 乃 至 図 ４ を 参 照 し 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の ス ネ ア 部 ５ ２ に は 、 内 視 鏡 ２ ４ に 装 着 さ れ
て 、 チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ か ら 吸 引 管 路 ３ ４ ｄ へ と 吸 引 さ れ て い く ポ リ ー プ 等 を 血 液 、 汚 物 等
か ら 分 離 し て 捕 捉 す る 捕 捉 部 と し て の ト ラ ッ プ 部 ７ ２ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ で は 、 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ 、 挿 通 管 ７ ６ 、 側 方 管 ７ ８ 、 ケ ー ス ８ ０ 、
及 び 、 第 ２ の 接 続 部 材 ７ ４ ｂ の 各 々 の 内 腔 に よ っ て 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部 ７ ２ が 装 着
さ れ た 場 合 に チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ と 吸 引 管 路 ３ ４ ｄ と を 連 通 す る 連 通 路 ８ ２ が 形 成 さ れ て い
る 。 即 ち 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に は 、 弾 性 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ 、 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 口 金 ３ ８
ａ に 気 密 に 接 続 さ れ て 挿 入 口 ３ ６ ｄ と 連 通 路 ８ ２ と を 連 通 す る 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ が 配
設 さ れ て い る 。 こ の 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ に は 、 弾 性 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 挿 通 管
７ ６ の 一 端 部 が 一 体 的 に 連 結 さ れ て い る 。 こ の 挿 通 管 ７ ６ は 、 挿 通 管 ７ ６ の 径 方 向 に 延 び
る 側 方 管 ７ ８ を 介 し て ケ ー ス ８ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の ケ ー ス ８ ０ は 、 透 明 材 料 に よ っ
て 形 成 さ れ 、 内 部 が 観 察 可 能 で あ る 。 ま た 、 ケ ー ス ８ ０ に は ト ラ ッ プ ８ ４ が 着 脱 自 在 に 装
着 さ れ て お り 、 こ の ト ラ ッ プ ８ ４ に は 、 連 通 路 ８ ２ に 介 設 さ れ て 、 連 通 路 ８ ２ を 吸 引 さ れ
て い く ポ リ ー プ 等 を 血 液 、 汚 物 等 か ら 分 離 し て 捕 捉 す る 網 部 ８ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し
て 、 ケ ー ス ８ ０ に は 、 弾 性 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ 、 内 視 鏡 ２ ４ の 吸 引 口 金 ３ ８ ｄ に 気 密 に
接 続 さ れ て 連 通 路 ８ ２ と 吸 引 開 口 ３ ６ ｇ と を 連 通 す る 第 ２ の 接 続 部 材 ７ ４ ｂ が 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に は 、 ス ネ ア 部 ５ ２ の シ ー ス ５ ６ が そ の 長 手 軸 方 向 に 進 退 自 在 と
な る よ う に 接 続 さ れ て い る 。 即 ち 、 シ ー ス ５ ６ は 、 そ の 長 手 軸 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 管 ７
６ 及 び 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ の 内 腔 に 挿 脱 自 在 に 挿 通 さ れ て い る 。 な お 、 挿 通 管 ７ ６ の 、
第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ と は 反 対 側 の 端 部 で は 、 シ ー ス ５ ６ の 抜 去 時 に 弾 性 変 形 に よ っ て 端
部 開 口 が 閉 塞 さ れ て 、 連 通 路 ８ ２ を 気 密 に 保 持 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 内 視 鏡 ２ ４ か ら ト ラ ッ プ 部 ７ ２ を 取 り 外 し て い る 場 合 に は 、 ス ネ ア 部 ５ ２ の シ
ー ス ５ ６ が ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て 固 定 さ れ 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部 ７ ２ を 装 着 し た 場
合 に は 、 こ の 固 定 が 解 除 さ れ る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 ス ネ ア 部 ５ ２ の シ ー ス ５ ６ の 外
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周 面 に は 係 合 溝 ８ ８ が 形 成 さ れ て お り 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ の 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ の 内 周 面
に は 、 シ ー ス ５ ６ の 係 合 溝 ８ ８ に 係 合 し て 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ に 対 し て シ ー ス ５ ６ を 係
止 す る 係 合 部 材 ９ ０ が 突 設 さ れ て い る 。 な お 、 シ ー ス ５ ６ の 長 手 軸 方 向 に 対 す る 係 合 溝 ８
８ の 配 置 は 、 内 視 鏡 ２ ４ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ に シ ー ス ５ ６ を 挿 入 し 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ
プ 部 ７ ２ を 装 着 し た 状 態 で 、 シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 が 内 視 鏡 ２ ４ か ら 突 出 し な い よ う に 設 定
さ れ て い る 。 一 方 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部 ７ ２ を 装 着 し 、 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ に 挿 入
口 金 ３ ８ ａ が 接 続 さ れ た 場 合 に は 、 挿 入 口 金 ３ ８ ａ に よ っ て 係 合 部 材 ９ ０ が 押 し の け ら れ
て 、 係 合 部 材 ９ ０ と 係 合 溝 ８ ８ と の 係 合 が 解 除 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 挿 入 口 金 ３ ８ ａ 、 係 合 溝 ８ ８ 及 び 係 合 部 材 ９ ０ に よ っ て 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２
が 内 視 鏡 ２ ４ か ら 取 り 外 さ れ て い る 場 合 に は 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ を ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し
て シ ー ス ５ ６ が 固 定 さ れ た 固 定 状 態 に 保 持 し 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ が 内 視 鏡 ２ ４ に 装 着 さ れ た
場 合 に 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ を こ の 固 定 が 解 除 さ れ た 解 除 状 態 に 切 り 替 え る 切 替 手 段 が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 作 用 に つ い て 、 図 ５ 乃 至 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る
。 以 下 で は 、 内 視 鏡 観 察 下 、 体 腔 内 で ポ リ ー プ ９ ２ を 切 除 し 、 切 除 さ れ た ポ リ ー プ ９ ２ を
吸 引 回 収 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま ず 、 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 部 ２ ６ を 体 腔 内 に 挿 入 し 、 挿 入 部 ２ ６ の 先 端 部 を ポ リ ー プ ９ ２
を 視 野 に 収 め る よ う に 誘 導 す る 。 そ し て 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 ２ ４ か ら 栓 体 ４
０ を 取 り 外 し 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の シ ー ス ５ ６ を 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 口 ３ ６ ｄ に 挿 入 し て 、
チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ に 挿 通 す る 。 続 い て 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 口 金 ３
８ ａ に 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の ト ラ ッ プ 部 ７ ２ の 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ を 接 続 す る と 共 に 、 吸
引 口 金 ３ ８ ｄ に 第 ２ の 接 続 部 材 ７ ４ ｂ を 接 続 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部 ７
２ を 装 着 す る 。 こ の 際 、 挿 入 口 金 ３ ８ ａ に よ っ て 係 合 部 材 ９ ０ が 押 し の け ら れ て 係 合 部 材
９ ０ と 係 合 溝 ８ ８ と の 係 合 が 解 除 さ れ 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て シ ー ス ５ ６ が 進 退 自 在 と
な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 続 い て 、 シ ー ス ５ ６ を 押 込 ん で 、 シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 を 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 部 ２ ６ の 先 端
開 口 ３ ６ ａ か ら 突 出 さ せ る 。 そ し て 、 ス ネ ア 操 作 部 ６ ０ の 本 体 部 ６ ２ に 対 し て ス ラ イ ダ ６
４ 前 進 さ せ 、 シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 か ら 切 開 ワ イ ヤ ７ ０ を 突 出 さ せ て ル ー プ 状 に 拡 開 さ せ 、
ポ リ ー プ ９ ２ に 引 っ 掛 け る 。 次 い で 、 本 体 部 ６ ２ に 対 し て ス ラ イ ダ ６ ４ を 後 退 さ せ て 、 切
開 ワ イ ヤ ７ ０ を シ ー ス ５ ６ に 引 き 込 ん で い き 、 切 開 ワ イ ヤ ７ ０ を 縮 閉 し て ポ リ ー プ ９ ２ を
緊 縛 す る 。 こ の 状 態 で 、 高 周 波 電 源 を 作 動 さ せ て 切 開 ワ イ ヤ ７ ０ に 高 周 波 電 流 を 流 し て 、
ポ リ ー プ ９ ２ を 切 除 す る 。 こ の よ う な 操 作 を 繰 り 返 し て 、 複 数 の ポ リ ー プ ９ ２ を 切 除 す る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 後 、 シ ー ス ５ ６ を 引 っ 張 っ て 、 シ ー ス ５ ６ を 内 視 鏡 ２ ４ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ か ら 抜
去 し 、 続 い て 捕 捉 部 ７ ２ の 挿 通 管 ７ ６ か ら 抜 去 す る 。 こ の 状 態 で 、 吸 引 装 置 を 作 動 し て 、
内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 部 ２ ６ の 先 端 開 口 ３ ６ ａ か ら 、 切 除 し た ポ リ ー プ ９ ２ を 吸 引 す る 。 吸 引
さ れ た ポ リ ー プ ９ ２ は 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 ２ ４ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ か ら 捕 捉
部 ７ ２ の 挿 通 管 ７ ６ 、 側 方 管 ７ ８ 、 ケ ー ス ８ ０ へ と 吸 引 さ れ 、 ケ ー ス ８ ０ 内 で ト ラ ッ プ ８
４ の 網 部 ８ ６ に よ っ て 血 液 、 汚 物 等 か ら 分 離 さ れ て 捕 捉 さ れ る 。 こ の 後 、 図 ８ に 示 さ れ る
よ う に 、 ケ ー ス ８ ０ か ら ト ラ ッ プ ８ ４ を 取 り 外 し て 、 網 部 ８ ６ に よ っ て 捕 捉 さ れ た ポ リ ー
プ ９ ２ を 回 収 し て 、 病 理 検 査 に 回 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ
ム の 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ で は 、 体 腔 内 で ポ リ ー プ ９ ２ を 切 除 す る た め の ス ネ ア 部 ５ ２ と 、 内
視 鏡 ２ ４ に 装 着 さ れ て 、 チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ か ら 吸 引 管 路 ３ ４ ｄ へ と 吸 引 さ れ て い く ポ リ ー
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プ ９ ２ を 捕 捉 す る ト ラ ッ プ 部 ７ ２ と が 一 体 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 比 較 的 小 さ く
て 紛 失 し や す い ト ラ ッ プ 部 ７ ２ の 紛 失 が 防 止 さ れ て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 シ ス テ ム を 準 備 す
る 際 に 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ を 準 備 す る こ と に よ り ス ネ ア 部 ５ ２ と ト ラ ッ プ 部 ７ ２ と の 両 方
が 同 時 に 準 備 さ れ 、 別 個 独 立 に 準 備 す る 必 要 が な い た め 、 内 視 鏡 シ ス テ ム の 準 備 が 容 易 に
な っ て い る 。 さ ら に 、 ポ リ ー プ ９ ２ の 吸 引 に は 、 内 視 鏡 ２ ４ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ を 用 い て
い る た め 、 吸 引 通 路 の そ の 長 手 軸 方 向 に 直 交 す る 断 面 積 を 比 較 的 大 き く す る こ と が で き 、
吸 引 回 収 効 率 が 増 大 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の シ ー ス ５ ６ は 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て そ の 長 手 軸 方 向 に 進
退 可 能 と な っ て い る 。 こ の た め 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部 ７ ２ を 装 着 し た 状 態 で あ っ て も
、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て シ ー ス ５ ６ を 進 退 操 作 し て 、 体 腔 内 で シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 を 進
退 さ せ る こ と が で き 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の 操 作 性 が 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ に お い て 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ の 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ の 係 合 部
材 ９ ０ と ス ネ ア 部 ５ ２ の シ ー ス ５ ６ の 係 合 溝 ８ ８ と が 係 合 す る こ と に よ り 、 ト ラ ッ プ 部 ７
２ に 対 し て シ ー ス ５ ６ を 固 定 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 こ の た め 、 ス ネ ア 部 ５ ２ を 使
用 し な い 場 合 に は 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て シ ー ス ５ ６ を 固 定 す る こ と に よ り 、 シ ー ス ５
６ の 不 要 な 動 き を 防 止 す る こ と が で き る 。 特 に 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部 ７ ２ を 装 着 す る
前 に は 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て シ ー ス ５ ６ が 固 定 さ れ て お り 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部
７ ２ を 装 着 す る 際 に シ ー ス ５ ６ が 不 要 意 に 動 く こ と が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部 ７ ２ を 装 着 す る と 、 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 口 金 ３ ８ ａ に よ
っ て 係 合 部 材 ９ ０ が お し の け ら れ て 係 合 部 材 ９ ０ と 係 合 溝 ８ ８ と の 係 合 が 解 除 さ れ 、 自 動
的 に ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て シ ー ス ５ ６ が 進 退 自 在 と な っ て い る 。 こ の よ う に 、 係 合 部 材
９ ０ と 係 合 溝 ８ ８ と の 係 合 を 解 除 す る 操 作 が 別 途 必 要 と さ れ て お ら ず 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０
の 操 作 性 が 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ９ Ａ 乃 至 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す
る 構 成 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ト ラ ッ プ 部 に 対
し て ス ネ ア 部 の シ ー ス を 押 し 進 め る と 、 シ ー ス の 先 端 部 が 内 視 鏡 の 挿 入 口 に そ の ま ま 挿 入
さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ９ Ａ 及 び 図 ９ Ｂ は 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 口 金 ３ ８ ａ 及 び
吸 引 口 金 ３ ８ ｄ を 示 す 。 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 口 金 ３ ８ ａ の 突 出 端 面 に は 、 一 対 の 爪 部 ９ ４ が
互 い に 対 峙 す る よ う に 突 設 さ れ て お り 、 一 対 の 爪 部 ９ ４ の 内 側 に は 、 夫 々 、 後 述 す る 保 持
部 材 １ ０ ２ （ 図 １ １ 参 照 ） と 協 同 す る 押 圧 突 起 ９ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ は 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ を 示 す 。 高 周 波
ス ネ ア ５ ０ の ス ネ ア 部 ５ ２ の シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 に は 管 状 部 材 ９ ８ が 嵌 入 さ れ て お り 、 シ
ー ス ５ ６ の 先 端 部 の 外 周 面 に は 全 周 に わ た っ て 凸 部 １ ０ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ の 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ の 内 周 面 に は 、 一 対 の 保 持 部 材 １ ０ ２
が 互 い に 対 峙 し て 配 設 さ れ て お り 、 こ れ ら 一 対 の 保 持 部 材 １ ０ ２ に よ っ て シ ー ス ５ ６ の 先
端 部 が 解 放 可 能 に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 即 ち 、 保 持 部 材 １ ０ ２ で は 、 ヒ ン ジ 部 １ ０ ４ か ら 一 対 の 腕 部 １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ が 延 出
さ れ て お り 、 こ れ ら 一 対 の 腕 部 １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ の 先 端 部 に は 夫 々 係 合 突 起 １ ０ ８ ａ ，
１ ０ ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 保 持 部 材 １ ０ ２ は 弾 性 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 一 対 の
腕 部 １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ は ヒ ン ジ 部 １ ０ ４ を 中 心 と し て 閉 方 向 に 付 勢 さ れ 、 一 対 の 腕 部 １
０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ の 係 合 突 起 １ ０ ８ ａ ， １ ０ ８ ｂ が 夫 々 シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 の 凸 部 １ ０ ０
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の 先 端 側 及 び 後 端 側 に 係 合 さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 一 対 の 保 持 部 材 １ ０ ２ に よ っ て
シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 が 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 方 、 図 ９ Ａ 乃 至 図 １ １ を 参 照 し 、 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ に は 、 保 持 部 材 １ ０ ２ の ヒ ン
ジ 部 １ ０ ４ の 背 面 側 に お い て 窓 部 １ １ ０ が 貫 通 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト
ラ ッ プ 部 ７ ２ が 装 着 さ れ 、 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 口 金 ３ ８ ａ が 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ に 接 続 さ
れ た 場 合 に は 、 挿 入 口 金 ３ ８ ａ の 爪 部 ９ ４ は 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ の 外 周 面 側 に 配 置 さ れ
、 爪 部 ９ ４ の 押 圧 突 起 ９ ６ が 窓 部 １ １ ０ を 介 し て 保 持 部 材 １ ０ ２ の ヒ ン ジ 部 １ ０ ４ の 背 面
を 押 圧 す る 。 そ し て 、 押 圧 に よ る 保 持 部 材 １ ０ ２ の 弾 性 変 形 に よ り 、 一 対 の 腕 部 １ ０ ６ ａ
， １ ０ ６ ｂ が ヒ ン ジ 部 １ ０ ４ を 中 心 と し て 開 か れ て 、 係 合 突 起 １ ０ ８ ａ ， １ ０ ８ ｂ と シ ー
ス ５ ６ の 凸 部 １ ０ ０ と の 係 合 が 解 除 さ れ て 、 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ に 対 し て シ ー ス ５ ６ が
進 退 自 在 と な る 。 　
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 爪 部 ９ ４ 、 窓 部 １ １ ０ 、 保 持 部 材 １ ０ ２ に よ っ て 、 切 替
手 段 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ は 剛 性 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４
ａ の 接 続 端 面 に は 、 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 口 ３ ６ ｄ と ト ラ ッ プ 部 ７ ２ の 連 通 路 ８ ２ と を 気 密 に
連 通 す る た め の パ ッ キ ン １ ０ ３ が 覆 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 作 用 に つ い て 、 図 １ ２ 乃 至 図 １ ４ を 参 照 し て 説 明
す る 。 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ を ス ネ ア 部 ５ ２ の 先 端 部 に 配 置 し て お き 、 内 視 鏡 ２ ４ か ら 栓 体 ４ ０
を 取 り 外 し て 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部 ７ ２ を 装 着 す る 。 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 挿 入
口 金 ３ ８ ａ に 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ を 接 続 す る 前 に は 、 保 持 部 材 １ ０ ２ に よ っ て 高 周 波 ス
ネ ア ５ ０ の シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 が 保 持 さ れ て お り 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て シ ー ス ５ ６ が
固 定 さ れ て い る 。 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 挿 入 口 金 ３ ８ ａ に 第 １ の 接 続 部 材
７ ４ ａ が 接 続 さ れ る と 、 挿 入 口 金 ３ ８ ａ の 爪 部 ９ ４ の 押 圧 突 起 ９ ６ が 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４
ａ の 窓 部 １ １ ０ を 介 し て 保 持 部 材 １ ０ ２ の ヒ ン ジ 部 １ ０ ４ の 背 面 を 押 圧 し 、 一 対 の 腕 部 １
０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ が ヒ ン ジ 部 １ ０ ４ を 中 心 と し て 開 か れ て 、 保 持 部 材 １ ０ ２ に よ る シ ー ス
５ ６ の 保 持 が 解 除 さ れ て 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て シ ー ス ５ ６ が 進 退 自 在 と な る 。 こ の 状
態 で 、 シ ー ス ５ ６ の 先 端 面 は 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 口 ３ ６ ｄ に 対 面 し て 配 置 さ れ て お り 、 シ ー
ス ５ ６ を 押 込 む こ と に よ り 、 シ ー ス ５ ６ は 挿 入 口 ３ ６ ｄ へ と そ の ま ま 挿 入 さ れ て 、 チ ャ ン
ネ ル ３ ４ ａ に 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 高 周 波 ス
ネ ア ５ ０ の ト ラ ッ プ 部 ７ ２ を シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 に 配 置 し 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部 ７ ２
を 装 着 す る こ と に よ り 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の シ ー ス ５ ６ の 先 端 面 が 内 視 鏡 ２ ４ の 挿 入 口 ３
６ ｄ に 対 面 し て 配 置 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て シ ー ス ５ ６ を 前 進 さ
せ る と 、 シ ー ス ５ ６ が 挿 入 口 ３ ６ ｄ に そ の ま ま 挿 入 さ れ て 、 チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ に 挿 通 さ れ
る こ と と な り 、 シ ー ス ５ ６ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ へ の 挿 入 操 作 が 簡 単 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ５ 乃 至 図 ２ ２ Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 。 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有
す る 構 成 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 で は 、 ポ リ
ー プ 等 の 吸 引 に 用 い る チ ャ ン ネ ル と は 別 に 、 高 周 波 ス ネ ア の シ ー ス を 挿 通 す る た め の チ ャ
ン ネ ル が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ５ は 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 ２ ４ を 示 す 。 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 ２ ４
に は 、 第 ２ 実 施 形 態 の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ａ （ 図 ９ Ａ 及 び 図 ９ Ｂ 参 照 ） と 同 様 な 構 成 の 第 １ の
チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 内 視 鏡 ２ ４ に は 、 第 １ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｂ
と は 別 に 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の シ ー ス ５ ６ （ 図 １ ６ Ａ 及 び 図 １ ６ ｂ 参 照 ） を 挿 通 す る た め
の 第 ２ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｂ と 同 様 に 、 第 ２ の
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チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｃ の 先 端 部 は 第 ２ の 先 端 開 口 ３ ６ ｃ を 形 成 し て お り 、 第 ２ の チ ャ ン ネ ル ３
４ ｃ の 基 端 部 は 操 作 部 ２ ８ の 第 ２ の 挿 入 口 金 ３ ８ ｃ に お い て 基 端 開 口 と し て の 第 ２ の 挿 入
口 ３ ６ ｆ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 第 １ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｂ の 第 １ の 挿 入 口 ３ ６ ｅ 、 吸 引
開 口 ３ ６ ｇ 、 第 ２ の 挿 入 口 ３ ６ ｆ は 、 三 角 形 の 頂 点 を な す よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 １ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｂ の 第 １ の 挿 入 口 金 ３ ８ ｂ 、 吸 引 口 金 ３ ８ ｄ 、 及 び 、 第 ２ の 挿 入
口 金 ３ ８ ｃ に は 、 栓 体 ４ ０ が 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 こ の 栓 体 ４ ０ に は 、 第 １ の 挿 入
口 ３ ６ ｅ と 吸 引 開 口 ３ ６ ｇ と を 連 絡 す る 、 第 ２ 実 施 形 態 の 連 絡 路 ４ ２ （ 図 ９ Ａ 及 び 図 ９ Ｂ
参 照 ） と 同 様 な 構 成 の 第 １ の 連 絡 路 ４ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 栓 体 ４ ０ に は 、 栓 体
４ ０ が 第 ２ の 挿 入 口 金 ３ ８ ｃ に 装 着 さ れ た 状 態 で 第 ２ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｃ を 延 長 す る よ う
に 延 び る 第 ２ の 連 絡 路 ４ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ の 連 絡 路 ４ ２ ｂ は 、 第 １ の 連 絡
路 ４ ２ ａ の 第 １ の チ ャ ン ネ ル 開 口 ４ ６ ａ 、 第 １ の 蓋 体 ４ ８ ａ と 同 様 な 構 成 の 第 ２ の チ ャ ン
ネ ル 開 口 ４ ６ ｂ 、 第 ２ の 蓋 体 ４ ８ ｂ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ の 挿 入 口 金 ３ ８ ｃ の 突 出 端 面 に は 、 後 述 す る 保 持 部 材 １ ０ ２ （ 図 １ ８ Ａ 乃 至
図 １ ８ Ｂ 参 照 ） と 協 同 す る 押 圧 突 起 ９ ６ を 夫 々 有 す る 一 対 の 爪 部 ９ ４ が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ６ Ａ 乃 至 図 １ ８ Ｃ は 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ を 示 す 。 図
１ ６ Ａ 乃 至 図 １ ７ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 の 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の ト ラ ッ プ 部 ７ ２ で
は 、 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ 、 Ｌ 字 管 １ ０ ５ 、 ケ ー ス ８ ０ 、 及 び 、 第 ２ の 接 続 部 材 ７ ４ ｂ の
各 々 の 内 腔 に よ っ て 連 通 路 ８ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 図 １ ５ 乃 至 図 １ ７ を 参 照 し 、 第 ２ 実 施
形 態 と 異 な り 、 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ は 、 弾 性 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ 、 内 視 鏡 ２ ４ の 第 １
の 挿 入 口 金 ３ ８ ｂ に 気 密 に 接 続 さ れ て 第 １ の 挿 入 口 ３ ６ ｅ と 連 通 路 ８ ２ と を 連 通 す る 。 ま
た 、 第 １ の 接 続 部 材 ７ ４ ａ は Ｌ 字 管 １ ０ ５ を 介 し て ケ ー ス ８ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 ケ ー ス
８ ０ は 第 ２ の 接 続 部 材 ７ ４ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ８ Ａ 乃 至 図 １ ８ Ｃ に 示 さ れ る よ う に 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ で は 、 挿 通 管 ７ ６ の 一 端 部 に
、 第 ２ の 挿 入 口 金 ３ ８ ｃ に 接 続 さ れ る 第 ３ の 接 続 部 材 ７ ４ ｃ が 連 結 さ れ て お り 、 こ れ ら 挿
通 管 ７ ６ 及 び 第 ３ の 接 続 部 材 ７ ４ ｃ に ス ネ ア 部 ５ ２ の シ ー ス ５ ６ が 挿 脱 自 在 に 挿 入 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 即 ち 、 挿 通 管 ７ ６ の 一 端 部 に 連 結 さ れ て い る 第 ３ の 接 続 部 材 ７ ４ ｃ は 略 円 筒 形 状 を 有 し
、 こ の 第 ３ の 接 続 部 材 ７ ４ ｃ に は 略 円 筒 形 状 の 保 持 部 材 １ ０ ２ が 共 軸 に 内 装 さ れ て い る 。
な お 、 第 ３ の 接 続 部 材 ７ ４ ｃ の 内 周 面 と 保 持 部 材 １ ０ ２ の 外 周 面 と の 間 に は 、 後 述 す る 保
持 部 材 １ ０ ２ の 弾 性 変 形 を 許 容 す る よ う に ク リ ア ラ ン ス が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 高 周
波 ス ネ ア ５ ０ の ス ネ ア 部 ５ ２ の シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 は 、 そ の 長 手 軸 方 向 に 垂 直 な 断 面 の 外
周 が 略 楕 円 形 状 と な っ て お り 、 シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 に は 、 そ の 長 手 軸 に 直 交 す る 一 軸 方 向
に 互 い に 逆 向 き に 突 出 す る 一 対 の 凸 部 １ ０ ０ が 形 成 さ れ て い る こ と と な る 。 そ し て 、 シ ー
ス ５ ６ の 先 端 部 は 保 持 部 材 １ ０ ２ へ と 挿 入 さ れ て い る が 、 保 持 部 材 １ ０ ２ の 内 径 は 、 シ ー
ス ５ ６ の 先 端 部 の 楕 円 形 状 の 短 軸 よ り も 長 く 、 長 軸 よ り は 短 く な っ て い る た め 、 シ ー ス ５
６ の 凸 部 １ ０ ０ は 、 保 持 部 材 １ ０ ２ の 内 周 面 を 押 圧 し て 弾 性 変 形 さ せ 、 保 持 部 材 １ ０ ２ の
内 周 面 に 係 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 方 、 図 １ ５ 及 び 図 １ ８ Ａ 乃 至 図 １ ８ Ｃ を 参 照 し 、 第 ３ の 接 続 部 材 ７ ４ ｃ に は 、 第 ３ の
接 続 部 材 ７ ４ ｃ の 中 心 軸 を 挟 ん で 互 い に 対 峙 す る よ う に 一 対 の 窓 部 １ １ ０ が 貫 通 形 成 さ れ
て い る 。 そ し て 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 内 視 鏡 ２ ４ に ト ラ ッ プ 部 ７ ２ が 装 着 さ れ た 場 合
に は 、 第 ２ の 挿 入 口 金 ３ ８ ｃ の 爪 部 ９ ４ の 押 圧 突 起 ９ ６ が 窓 部 １ １ ０ を 介 し て 保 持 部 材 １
０ ２ の 外 周 面 を 押 圧 す る 。 押 圧 さ れ た 保 持 部 材 １ ０ ２ は 押 圧 方 向 に 圧 縮 変 形 さ れ 、 そ の 中
心 軸 方 向 に 直 交 す る 断 面 の 外 周 及 び 内 周 が 押 圧 方 向 を 短 軸 方 向 と す る 略 楕 円 形 状 と な る 。
こ こ で 、 シ ー ス ５ ６ の 先 端 部 は 、 断 面 外 周 楕 円 形 状 の 短 軸 方 向 が 押 圧 方 向 と 略 一 致 す る よ
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う に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 変 形 さ れ た 保 持 部 材 １ ０ ２ の 断 面 内 周 楕 円 形 状 の 長 軸 及 び
短 軸 は 、 夫 々 、 シ ー ス ５ ６ の 断 面 外 周 楕 円 形 状 の 長 軸 及 び 短 軸 よ り も 長 く な り （ 図 ２ ２ Ｃ
参 照 ） 、 保 持 部 材 １ ０ ２ と シ ー ス ５ ６ の 凸 部 １ ０ ０ と の 間 の 係 合 が 解 除 さ れ て 、 第 ３ の 接
続 部 材 ７ ４ ｃ に 対 し て シ ー ス ５ ６ が 進 退 自 在 と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 作 用 に つ い て 、 図 １ ９ 乃 至 図 ２ ２ Ｃ を 参 照 し て 説
明 す る 。 図 １ ９ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 ２ ４ か ら 栓 体 ４ ０ を 取 り 外 し て 、 内 視 鏡 ２ ４ に
高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の ト ラ ッ プ 部 ７ ２ を 装 着 す る 。 こ の 際 、 第 １ の 挿 入 口 金 ３ ８ ｂ に 第 １ の
接 続 部 材 ７ ４ ａ が 接 続 さ れ 、 吸 引 口 金 ３ ８ ｄ に 第 ２ の 接 続 部 材 ７ ４ ｂ が 接 続 さ れ 、 第 ２ の
挿 入 口 金 ３ ８ ｃ に 第 ３ の 接 続 部 材 ７ ４ ｃ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 結 果 、 図 ２ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｂ が ト ラ ッ プ 部 ７ ２ の 連 通
路 ８ ２ を 介 し て 吸 引 管 路 ３ ４ ｄ と 連 通 さ れ る 。 　
　 ま た 、 図 ２ １ を 参 照 し 、 第 ２ の 挿 入 口 金 ３ ８ ｃ に 第 ３ の 接 続 部 材 ７ ４ ｃ を 接 続 す る 前 に
は 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の シ ー ス ５ ６ の 凸 部 １ ０ ０ は 、 保 持 部 材 １ ０ ２ の 内 周 面 を 押 圧 し て
弾 性 変 形 さ せ 、 保 持 部 材 １ ０ ２ に 係 合 さ れ て お り 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て シ ー ス ５ ６ が
固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 ２ の 挿 入 口 金 ３ ８ ｃ に 第 ３ の 接 続 部 材 ７ ４ ｃ が 接 続 さ れ る と
、 図 ２ ２ Ａ 乃 至 図 ２ ２ Ｃ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ の 挿 入 口 金 ３ ８ ｃ の 爪 部 ９ ４ の 押 圧 突 起
９ ６ が 第 ２ の 接 続 部 材 ７ ４ ｂ の 窓 部 １ １ ０ を 介 し て 保 持 部 材 １ ０ ２ の 外 周 面 を 押 圧 す る 。
押 圧 さ れ た 保 持 部 材 １ ０ ２ は 断 面 楕 円 形 状 に 弾 性 変 形 さ れ て 、 そ の 断 面 内 周 楕 円 形 状 の 長
軸 及 び 短 軸 が 夫 々 シ ー ス ５ ６ の 断 面 外 周 楕 円 形 状 の 長 軸 及 び 短 軸 よ り も 長 く な り 、 保 持 部
材 １ ０ ２ と シ ー ス ５ ６ の 凸 部 １ ０ ０ と の 間 の 係 合 が 解 除 さ れ 、 ト ラ ッ プ 部 ７ ２ に 対 し て シ
ー ス ５ ６ が 進 退 自 在 と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 後 、 シ ー ス ５ ６ を 押 込 ん で 、 シ ー ス ５ ６ を 第 ２ の 挿 入 口 ３ ６ ｆ か ら 第 ２ の チ ャ ン ネ
ル ３ ４ ｃ に 挿 通 し 、 シ ー ス の 先 端 部 を 内 視 鏡 ２ ４ の 先 端 部 の 第 ２ の 先 端 開 口 ３ ６ ｃ か ら 突
出 さ せ て ポ リ ー プ ９ ２ の 切 除 操 作 を 行 う 。 切 除 さ れ た ポ リ ー プ ９ ２ を 吸 引 回 収 す る 際 に は
、 シ ー ス ５ ６ を 第 ２ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｃ か ら 抜 去 せ ず 、 ポ リ ー プ ９ ２ を 第 １ の 先 端 開 口 ３
６ ｂ か ら 第 １ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｂ 、 連 通 路 ８ ２ へ と 吸 引 し て 網 部 ８ ６ に よ っ て 捕 捉 す る 。
以 後 、 ポ リ ー プ ９ ２ の 切 除 と 吸 引 回 収 と を 順 次 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 ２ ４ で
は 、 高 周 波 ス ネ ア ５ ０ の シ ー ス ５ ６ を 挿 通 す る た め の 第 ２ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｃ が 、 切 除 さ
れ た ポ リ ー プ ９ ２ を 吸 引 回 収 す る た め の 第 １ の チ ャ ン ネ ル ３ ４ ｂ と は 別 個 独 立 に 形 成 さ れ
て い る 。 こ の た め 、 ポ リ ー プ ９ ２ を 吸 引 回 収 す る 際 に 、 内 視 鏡 ２ ４ か ら ス ネ ア を 抜 去 す る
必 要 が な く 、 ポ リ ー プ ９ ２ の 切 除 と 吸 引 回 収 と を 容 易 に 繰 り 返 す こ と が 可 能 と な っ て い る
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 上 の 実 施 形 態 で は 、 ポ リ ー プ ９ ２ を 切 除 し て 吸 引 回 収 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 例 に 採 っ
て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 観 察 下 、 体 腔 内 で 生 体 組 織 か ら そ の 一 部 分 を 分 離 し 、 分
離 さ れ た 組 織 を 吸 引 に よ り 回 収 す る あ ら ゆ る 内 視 鏡 シ ス テ ム に 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 本 出 願 の 他 の 特 徴 的 な 技 術 事 項 を 下 記 の 通 り 付 記 す る 。 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記 　
（ 付 記 項 １ ） 挿 入 部 と 、 操 作 部 と 、 一 端 が 前 記 挿 入 部 の 先 端 で 開 口 し 他 端 が 前 記 操 作 部 で
開 口 す る チ ャ ン ネ ル と 、 一 端 が 前 記 チ ャ ン ネ ル の 前 記 操 作 部 側 開 口 の 近 傍 に 開 口 し 他 端 が
吸 引 手 段 に 接 続 さ れ る 吸 引 管 路 と を 具 備 す る 内 視 鏡 と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ 、 可 撓 管 と 、
前 記 可 撓 管 先 端 に 処 置 部 を 有 す る 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 チ ャ ン ネ ル の 前 記 操 作 部
側 開 口 と 前 記 吸 引 管 路 の 開 口 の 間 に 配 さ れ 、 前 記 チ ャ ン ネ ル の 前 記 操 作 部 側 開 口 と 前 記 吸
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引 管 路 の 開 口 と を 連 絡 さ せ る と 共 に 、 前 記 チ ャ ン ネ ル か ら 吸 引 さ れ た 組 織 を 捕 捉 す る 捕 捉
手 段 が 解 除 可 能 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 付 記 項 ２ ） 上 記 内 視 鏡 は 、 上 記 チ ャ ン ネ ル と は 別 に 、 上 記 内 視 鏡 用 処 置 具 を 挿 通 す る 第
２ の チ ャ ン ネ ル を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ 付 記 項 ３ ） 上 記 捕 捉 手 段 は 、 上 記 固 定 解 除 状 態 で 、 上 記 可 撓 管 上 を 進 退 自 在 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 付 記 項 ４ ） 上 記 内 視 鏡 に 上 記 捕 捉 手 段 を 取 り 付 け た 際 に 機 能 す る 上 記 捕 捉 手 段 の 、 上 記
可 撓 管 へ の 固 定 を 解 除 す る 固 定 解 除 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 項 に
記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ 付 記 項 ５ ） 上 記 捕 捉 手 段 は 、 上 記 可 撓 管 先 端 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記
項 ３ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 は 、 組 織 を 捕 捉 す る 捕 捉 部 が 紛 失 さ れ に く く 、 吸 引 回 収 効 率 が 高 く 、 準 備 が 容 易
な 、 内 視 鏡 観 察 下 、 体 腔 内 で 生 体 組 織 か ら そ の 一 部 分 を 分 離 し 、 分 離 さ れ た 組 織 を 吸 引 に
よ り 回 収 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 を 示 す 模 式 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 の 口 金 及 び 栓 体 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 側 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 口 金 に 高 周 波 ス ネ ア
の ト ラ ッ プ 部 を 装 着 す る 前 の 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 口 金 に 高 周 波 ス ネ ア
の ト ラ ッ プ 部 を 装 着 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 、 高 周 波 ス ネ ア の ト ラ ッ プ 部 で
の ポ リ ー プ の 捕 捉 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 高 周 波 ス ネ ア の ト ラ ッ プ 部 か
ら ト ラ ッ プ を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ９ Ａ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 の 口 金 及 び 栓 体 を 示 す 断 面 図
。
【 図 ９ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 の 口 金 及 び 栓 体 を 、 図 ９ Ａ の
Ｉ Ｘ Ｂ － Ｉ Ｘ Ｂ 線 で 切 断 し て 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア の 第 １ の 接 続 部 材 周 辺
を 、 図 １ ０ の Ｘ Ｉ － Ｘ Ｉ 線 で 切 断 し て 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 挿 入 口 金 か ら 高 周
波 ス ネ ア の 第 １ の 接 続 部 を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 挿 入 口 金 に 高 周 波
ス ネ ア の 第 １ の 接 続 部 を 装 着 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 口 金 に 高 周 波 ス ネ
ア の ト ラ ッ プ 部 を 装 着 し た 状 態 を 、 図 １ ３ の 矢 印 Ｘ Ｉ Ｖ 方 向 に み て 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 及 び 栓 体 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ６ Ａ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ６ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア の 先 端 部 を 示 す 上 面
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図 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア の ト ラ ッ プ 部 周 辺 を 示
す 斜 視 図 。
【 図 １ ８ Ａ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア の 第 ３ の 接 続 部 材 周
辺 を 、 図 １ ６ Ａ の Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ Ａ － Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ Ａ 線 で 切 断 し て 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ８ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア の 第 ３ の 接 続 部 材 周
辺 を 、 図 １ ６ Ｂ の Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ Ｂ － Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ Ｂ 線 で 切 断 し て 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ８ Ｃ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 高 周 波 ス ネ ア の 第 ３ の 接 続 部 材 周
辺 を 示 す 横 断 面 図 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 口 金 に 高 周 波 ス ネ
ア の ト ラ ッ プ 部 を 装 着 す る 前 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 口 金 に 高 周 波 ス ネ
ア の ト ラ ッ プ 部 を 装 着 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 第 ２ の 挿 入 口 金 に
高 周 波 ス ネ ア の 第 ３ の 接 続 部 材 を 装 着 す る 前 の 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ ２ Ａ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 第 ２ の 挿 入 口 金
に 高 周 波 ス ネ ア の 第 ３ の 接 続 部 材 を 装 着 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ ２ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 第 ２ の 挿 入 口 金
に 高 周 波 ス ネ ア の 第 ３ の 接 続 部 材 を 装 着 し た 状 態 を 示 す 別 の 縦 断 面 図 。
【 図 ２ ２ Ｃ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 内 視 鏡 の 第 ２ の 挿 入 口 金
に 高 周 波 ス ネ ア の 第 ３ の 接 続 部 材 を 装 着 し た 状 態 を 示 す 横 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ２ ４ … 内 視 鏡 、 ２ ６ … 挿 入 部 、 ２ ８ … 操 作 部 、 ３ ４ ａ … チ ャ ン ネ ル 、 ３ ４ ｄ … 吸 引 管 路
、 ３ ６ ａ … 先 端 開 口 、 ３ ６ ｄ … 基 端 開 口 、 ３ ６ ｇ … 吸 引 開 口 、 ５ ０ … 内 視 鏡 用 処 置 具 、 ５
６ … 処 置 具 挿 入 部 、 ７ ０ … 処 置 部 、 ７ ２ … 捕 捉 部 、 ８ ２ … 連 通 路 、 ８ ６ … 捕 捉 手 段 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(14) JP 2007-54280 A 2007.3.8



【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ Ａ 】

【 図 １ ８ Ｂ 】

【 図 １ ８ Ｃ 】
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【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ Ａ 】
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